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小山田地区に関連する主な計画について 

 

１．まちだ未来づくりビジョン 2040／町田市 5ヵ年計画 22-26 

 

「まちだ未来づくりビジョン 2040」は、市の基本構想・基本計画

で、「町田市 5ヵ年計画 22-26」は、「まちだ未来づくりビジョン

2040」で示した目標（政策や施策、基本方針）を達成するための

5ヵ年の実行計画 
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２．都市づくりのマスタープラン 

 

2040 年までの都市づくりの基本方針

を示す計画 
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３．小田急多摩線の延伸 

 

2016 年 4 月 20 日に国の交通政策審議会から出された、「東京圏における今後の都市

鉄道のあり方について」の答申において、小田急多摩線の延伸（唐木田～相模原～上溝）

は、「東京圏の都市鉄道が目指すべき姿」を実現する上で意義のある 24 のプロジェクトの

一つとさた。答申の中では、小田急多摩線の延伸に係る意義、課題が示された。 

 

〇意義 

相模原市及び町田市と都心部とのアクセス利便性の向上を期待 

〇課題 

➢ 収支採算性に課題があるため、関係地方公共団体等において、採算性の確保に必要

な需要の創出に繋がる沿線開発の取組等を着実に進めた上で、費用負担のあり方を

含む事業計画について十分な検討が行われることを期待 

➢ 東京都と神奈川県に跨がる路線であるため、関係地方公共団体が協調して検討が行

われることも期待 

➢ 関係地方公共団体において更なる延伸を検討する場合には、本区間の整備の進捗状

況を踏まえつつ行うことが適当である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小田急多摩線延伸に関する関係者会議 

交通政策審議会答申で示された収支採算性の確保等の課題の整理及び延伸に関する意

見交換・検討を行うため、町田市、相模原市、学識経験者、鉄道事業者、国、東京都、

神奈川県等で構成する関係者会議を 2016 年 8 月に設置。現在、小田急多摩線延伸の

実現に向け、課題の解決に向けた具体的な取り組み内容について検討している。 
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４．小田急多摩線延伸新駅を中心とした小山田周辺まちづくり構想 

 

 鉄道駅の新設という大きな契機を捉えて、小山田周辺が暮らしやすく訪れやすいまちと

して機能しつづけるよう、新駅（小山田バス停留所付近を想定）を中心とした小山田周辺

の目指すべき将来の姿を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○まちづくりコンセプト 

みんなの広場（駅前広場）でつながる小山田ライフ！ 

 

鉄道駅の新設を大きな契機とした新たなまちの形をつくるうえで、まちに暮らす人々

にとって集まりたくなる場所、北部丘陵のみどりを訪れる人々にとって玄関口となる

ような「みんなの広場」を“まちの顔”

としてしつらえ、広場を中心にまちがつ

ながり、人がつながっていく、そんなま

ちの実現を目指します。 

 

○まちづくり方針 

➢ 便利で安心して暮らせるまち 

➢ 余暇を楽しめるまち 

➢ 人の交流を育むまち 

 

○今後のまちづくりの進め方 

➢ 鉄道延伸の取組との連動 

交通政策審議会の答申結果を踏まえた鉄道延伸の取組と連動して、計画的・段階

的なまちづくりを進めていく。 

➢ 主体間の役割分担 

地域住民・地権者、事業者、市などの多様な主体が、まちづくりの目的を共有し、

適切な役割分担のもとで主体的に取り組む、エリアマネジメントの観点からのまち

づくりの推進を目指す。 
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５．小山田エリアにおける里山環境再生・活用拠点施設のあり方に関する基本構想 

 

市は、市内の里山環境を資産として活かし、その価値をさらに高めていくため、市内外

の団体や企業など幅広い主体との連携・協働による里山の場（空間）と農産物や木材など

の里山の資源の活用を推進し、里山における経済、社会、環境の新たな循環の構築を目指

す「新しい里山づくり」に取り組んでいくこととしている。 本構想は、「新しい里山づく

り」を推進するため、小山田エリアにおける里山環境の再生と活用の中核的な役割を担う

拠点となる施設のあり方や方向性などについてまとめた構想。 

 

○拠点施設の目的  

・里山に人を呼び込み関わる人を増やす。  

・山林や農地などの里山資源の活用を推進する。  

・子どもから大人まで幅広い世代に里山の学びの機会を提供する。 

 

○拠点施設のコンセプト 

里山に関わる人を増やし、里山環境の

再生と里山資源の活用を持続的に行う、

「新しい里山づくり」を推進する施設 

 

 

 

 

 

 

○拠点施設の整備候補エリア 


